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２．供給力について（表－２参照） 

１月の発受電電力量の合計は、７９億３，５００万ｋＷｈ、対前年比９９．４％

の実績となり、前年実績を下回りました。 

 

（自社水力） 

出水率１０４．４％の豊水となったものの、前年出水率を９．２％下回ったこと

などから、発電量は前年を１，８００万ｋＷｈ下回る５億９，９００万ｋＷｈと  

なりました。 

 

（自社火力） 

運転状況の違いなどから、発電量は前年を６億９，５００万ｋＷｈ上回る    

６２億５，９００万ｋＷｈとなりました。 

 

（自社原子力） 

定期検査により、女川原子力発電所の全号機と東通原子力発電所１号機が運転を  

停止していることから、発電量はありませんでした。 

 

（自社新エネルギー等） 

  地熱発電所の運転状況の違いなどから、発電量は前年を６００万ｋＷｈ上回る 

８，４００万ｋＷｈとなりました。 

 

（他社受電） 

他 社 発 電 所 の 運 転 状 況 の 違 い な ど か ら 、 他 社 受 電 合 計 で は 、 前 年 を      

４億５，１００万ｋＷｈ下回る１６億６，８００万ｋＷｈとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



（表－２：発受電電力量） 

（単位：百万ｋＷｈ、％） 

区   分 

当  月 前  年 
前 年 差 前 年 比 

実  績 実  績 

（A） （B） （A-B） （A/B） 

  水 
自 流 式 542 565 -23 96.0 

自 
  貯・揚水式 57 52 5 111.4 

  
力 

計 599 617 -18 97.3 

  
火     力 6,259 5,564 695 112.5 

社 
原 子 力 0 0 0 - 

  新エネルギー

等 
84 78 6 107.2 

  
合     計 6,942 6,259 683 110.9 

他 社 受 電 1,66８※ 2,119 -45１※ 78.７※ 

融         通 -665※ -394 -271※ 168.6※ 

揚水用動力 -10 -2 -8 452.5 

発受電合計 7,93５※ 7,982 -47※ 99.4※ 

出   水   率 104.4 113.6 -9.2 - 

※新電力に対するインバランスなど未確定値を含みます。 

 

以 上 


